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県内における観光客受入環境整備に関する道路事業の実施状況 

 

１ 道路標識改善の取組 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、次の重点整備エリア

及び対象路線について、各道路管理者が連携し、道路標識の改善を推進する。 

 

【重点整備エリア】 

○ オリンピック・パラリンピック施設周辺エリア（新横浜、江の島） 

○ 戦略拠点・地方拠点（横浜、鎌倉、箱根・湯河原） 

○ 新たな観光の核候補地（城ヶ島・三崎、大磯、大山） 

 

【対象路線】 

道路管理者 対象路線 

国土交通省 管理区間全ての国道（指定区間） 

神奈川県 県が管理する全ての国道(指定区間外) 重点整備エリア内の主要な県道 

横浜市 市が管理する主要な国道(指定区間外) 重点整備エリア内の主要な県道・市道 

川崎市・相模原市 各市が管理する主要な国道(指定区間外)・県道 

藤沢市 重点整備エリア内の市道 

※ この他、各道路管理者が重点的に整備を進めるべきと判断した路線 

 

 

(1) ローマ字表記から英語表記への改善 

○ 外国人旅行者にも分かりやすい標識とする。 

○ 県内では、横浜、鎌倉、箱根・湯河原の３地域において、改善を進めている。 

 

 

 

資料９ 

道路案内標識の改善イメージ 
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(2) 観光スポットの表記 

○ 「観光立県かながわ」を推進するため、観光スポットの表記にも取り組む。 

○ ピクトグラムと呼ばれる絵文字も活用しながら、各道路管理者が改善。 

 

 

 

 

 

 

２ 県土整備局による自転車道の整備 

自転車道の整備により、自転車利用者の安全・安心の確保を図る。 

●さがみグリーンライン自転車道 

 （海老名市河原口～寒川町一之宮） 

 

■ 実施計画（2016～2025年度） 

自転車道の整備 

10㎞ 
 

 

 

３ 歩道の整備及び道路の付属物としてのトイレについて 

歩道の整備状況及び、道路の付属物として県が管理しているトイレの設置・改善

状況については、次回の会議で報告予定。 

表示のイメージ例 


